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　2021年はコロナ禍一色で、マスクや移動制限またオンライン会

議や在宅勤務など生活様式が大きく変わりましたが、コロナに負け

ず懸命に変化に適応している日本人の対応力にもびっくりしていま

す。その変化の中でネットからの情報収集が当たり前になっていま

すが、自分は回覧板から届けられる情報や直接話すことによるコ

ミュニケーションもより重要になると思っています。

　ところで河陽新聞の発行の目的は３つあり、①自治協議会の広

報誌として校区住民や地域へ情報発信する、②川尻校区の歴史、

文化、人、情報を伝える、③河陽新聞を通じて「住みやすいまち」「暮

らしてみたいまち」「誇れるまち」を目指すことです。なので今回、

広報誌としての役割をしっかり果たしていこうと、新年号では川尻

校区の情報にプラスして社会・地域へ貢献された方や今後活躍する

人たちにスポットライトを当てました。これからも編集部員一同、

頑張っていきますので、河陽新聞をよろしくお願いいたします。ち

なみに編集メンバーも随時募集していますよ（笑）

編 集 後 記

第69回川尻校区成人式 記者

森 長浩（11町内）

月3日川尻公会堂において、第69回川尻校区成人式が

開催されました。昨年はコロナ禍で中止となりましたが、

今年度は来賓の招待や懇親会を控えるなどコロナ対策を実施し

た上で、未来を担う新成人の門出を祝う式典となりました。

　式には新成人が川尻小に通っていた頃の先生方も参加され、

教え子の成長した姿に涙を流される先生もおられました。主催

者を代表して米澤紘二川尻公民館館長から「成せばなる」を題

材に式辞が述べられ、米満吉重川尻校区自治協議会会長から

は「自分の守備範囲の中で目配り気配りのできる人になってほ

しい」等、祝辞の中で人生の先輩としてアドバイスがありました。

また新成人代表からは、夢と現実のギャップを感じながらも自分

の目標に向かい努力を続けていることや、仲間への思い、社会

の一員として自覚ある決意や謝辞が述べられました。閉式後に

行われたインタビューでも、具体的な人生の目標に向かって努力

している出席者の近況も伝えられ、それぞれが大人としての階段

を少しずつ登っている様子が感じられました。

　最後は新成人、主催者、先生方で整列、中川写真館さんによ

る記念撮影を行いました。写真は後日新成人の元へ送られると

のことです。他に、当日の記念品として瑞鷹の日本酒、川尻六

菓匠のお菓子セットが新成人に贈られました。

　記者である私も今回運営委員として開催のお手伝いをさせて

いただきました。この温かい行事が来年以降も長く続くこと、そ

して残念ながら出席できなかった人も含め、今年の新成人の皆

さんの今後の幸せを心から願っています。
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けましておめでとうございます。

今年も川尻うまかもんをどうぞよろしくお願いします。

　今年最初のうまかもんは、昨年4月にオープンした『和洋酒

場 かぶき』です。お店を営むのは、川尻小・城南中出身とい

う根っからの川尻人、荒木 優さん。ピザやパスタの他にも海

鮮系を中心としたイタリアン創作料理が並び、どれから注文

しようか迷うほど。たくさんのメニューの中から今回ご紹介し

たいのが、かぶきイチ押し『男の肉盛り』です。そんなパンチ

の効いた名前の肉盛り、一度は食べてみたいっ！そうですよ

ね！そんな肉好きのあなたに朗報です。日曜日限定で、通常

¥1500がなんと半額の¥750に！（テイクアウトの場合は通常

料金となります）ボリューム満点『男の肉盛り』を是非ご賞

味あれ！宴会にはかぶきコース¥4000～もありますので、詳し

くはお店までお尋ねください。

あ

川尻うまかもんvol.5
記者

水野 大（9町内）

住所：熊本市南区八幡9-6-36
営業時間：17:00～23:00
　　　　  (22:30ラストオーダー)
店休日：毎週火曜日

☎096-206-2559

読者プレゼント

 kayou.shinbun@gmail.com

お食事券
￥3,000分

プレミアム
ポップコーン

『河陽新聞』をお読みいただき、ありがとうございます。応募いただいた方

から抽選で『サブリポップコーンの”からし蓮根風味ポップコーン”』を5

名様に、『和洋酒場 かぶきの”お食事券 ¥3,000分”』を3名様に、中島瑠

菜さんと道脇豊くんのサインをそれぞれ1名様にプレゼントいたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 に氏名・住所・連絡先・

希望プレゼント・今号の感想を記入してメールしてください。当選

者の方にはご案内を返信いたします。（商品は手渡しになります。

詳細はご当選者様にお送りします）

①『和洋酒場 かぶき』 ②『サブリーポップコーン』

サイン入り
色紙

③『中島瑠菜さん』『道脇豊くん』

ご応募は

こちらのQRコードから送れます→

元熊本市長三角保之氏ご逝去にあたり、三角恭須子様から香典返しをいただきました。

川尻校区全体の発展の為に使っていただきたいと、過分な香典返しをいただきました。

いただきました浄財は、校区の発展の為、

有効に活用させていただきます。ありがとうございました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   川尻校区自治協議会会長　米満吉重
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「河陽」とは緑川の北岸の町とい

う意味で、川尻の古い呼称です。

歴史と文化を大事にしてきた川尻

にちなんで、「河陽新聞」として川

尻校区の情報を発信しています。

6町内の取組
佐分利 防災に関しての取組を教えてください。

西山６町内自治会長 毎年発生している台風に備えて、西蔵

（米蔵）のスペース活用法として、高齢者の一時避難所に活用

できないかと熊本市に相談している。釘を打ったり造作はでき

ないので、パーテーションなどで区切ってスペースを確保し使

用したいです。一人暮らしの高齢者の方などに優先的に避難

をしてもらいたいです。

佐分利地域での活動を教えて下さい。

西山会長 日和見山の草取りを以前はボランティアで行ってい

ましたが、現在担い手が不足しており、今年は11月30日に高

齢者の方と行いました。是非今後は若い方にも手伝っていた

だきたいです。

　それと12月25日に6町内に花を植える活動を行いました。

熊本市から花の苗を提供していただき地域の子供たちと植え

ました。当日は「かずさ屋」さんの美味しいパンをお土産に準

備し子供達の笑顔と花で地区が明るくなりました。まだまだ

参加が少ないので是非まずは顔見せにでてきて楽しい笑顔と

挨拶に溢れる6町内を目指します。

佐分利 本日はありがとうございました。

記者

佐分利太介（8町内）

取材店 和洋酒場 かぶき
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かぶき名物　男の肉盛り



川尻校区への多大な貢献 記者

益本 武士（7町内）

記者

益本 武士（7町内）

記者

岩清水愛（8町内） 川尻お寺deフェスタ・スピンオフin浄行寺
尻お寺deフェスタ・スピンオフとして「ライトスケープ・

キャラバン」が１２月４日（土）浄行寺にて開催された。

今回は熊本市都市デザイン課×FM791×川尻お寺deフェスタ実

行委員会のコラボ企画。同課の夜間景観実証実験「ライトスケー

プ・キャラバン」の一環で第3弾目。第1弾は11月20日、「寂心さ

んの樟（くすのき）」（北区）で、第2弾は同26日、水前寺成趣園

参道かいわい（中央区）で開催。3週続けての開催であった。公

民連携で魅力ある照明演出の実験を行うことで、新たな地域の

活動を呼び起こしてもらうのが狙い。実行委員の盛 智照（もり 

ちしょう)さんは「普段は見ることができないきらびやかな夜景を

眺めることができる。少し寒いかもしれないが、こだわりのカレー

とクラフトビールで楽しんでほしい。川尻に足を運ぶきっかけに

なれば」と話していた。当日は寺のライトアップに合わせ、カレー

川

021年8月に地域の文化芸術活動に貢献した人物に贈ら

れる荒木精之記念文化功労者を10町内の一級建築士 

古川保さんが受賞されました。

　古川さんは1992年に川尻で設計事務所を開設して以来、地元

の大工・建具・電気などの建築の技術者集団「川尻六工匠」を

組織し、川尻の歴史的町並みの保存と町づくりに尽力されてい

ます。名店会駐車場の看板や塀、木製のポスト、木製の自動販

売機の囲い、川尻月間や酒蔵祭りのかざりつけなど、みなさん

よく目にしているものも多いと思います。また熊本地震の際に

被災した川尻公会堂を地域の希望に応じて壊すことなく、改修

に成功しました。その成果として日本建築防災協会の耐震改修

優秀建築賞を受賞されています。これらの活動全体を認められ

今回の荒木精之賞の受賞となったそうです。

　今ある公会堂は古川さんと住民のみなさんがいなければ取り

壊されていたかもしれません。これからも益 み々んなで公会堂を

大切にしながら活用していきましょう！
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3名の瑞宝章受章

ととしの春の叙勲で瑞宝単光章を受章され

た工納良一さんをご紹介します。

　工納さんはなんと、西山さん、紫垣さんとは小中

学校の同級生で、紫垣さんとは勤務先も一緒！昭和

46年より37年間、熊本県警察に勤務され、時には捜

査二課の刑事として、数々の危険な場面を経験しな

がら熊本県の安全維持に貢献されました。交番勤

務時には新任警察官の教育にも力を注がれたそうで

す。永年著しく危険な業務に精励された功績をたた

えられての受章を、最高の栄誉とおっしゃる工納さ

ん、現在は2町内の自治会長でいらっしゃいます。自

治会でも同級生と協力されて、住み

よい町づくりにご尽力くださってい

ます。工納会長、い

つもありがとうござ

います!

お

記者

宮田 あき（2町内）
記者

金井俊行（7町内）

とクラフトビールの出店も行った。カレーの出店は、「香辛道カ

レー」「しゃもじカレー」「マガリカレー」の3店。クラフトビール

は「熊本クラフトビール」が出店。多くの方が来場しライトアップ

された本堂とスパイスカレーとクラフトビールに酔いしれた。川

尻お寺deフェスタ6は『縁～つなぐ～』をテーマに令和4年3月13

日に開催予定。

「松竹 JAPAN GP GIRLS CONTEST」グランプリ！
の松竹、松竹芸能、松竹エンタテインメントによる

大型女性オーディション『松竹 JAPAN GP GIRLS 

CONTEST』のファイナルイベントが2021年10月31日に都内

で開催され、10町内出身の中島瑠菜さん（中学3年生）が、

弓道（市内1位、県2位）の腕前や課題審査の演技などを披

露し、約9,900名の応募者の中からグランプリに輝きました！

　北川景子さんや橋本環奈さんに憧れる瑠菜さんは松竹映

画へのメインキャストでの出演と、2023年松竹カレンダーへ

の出演が決まっていて、今後は川尻を離れ活動の場を東京に

移されます。

あ 　そんな瑠菜さんの芸能界挑戦のきっかけは川尻小学校時代

の音楽部で演劇のひとつであるオペレッタでメイン役を演じ、

みんなを楽しませる喜びを感じたか

らそうです。

　「これからは演技を中心に色ん

なことにチャレンジしたい」と、明

るく話してくれた瑠菜さんの目は

保育園の頃のキラキラしていた瞳

と変わっていませんでした！

記者

益本 武士（7町内）頑張る川尻人

南中学校の中元大聖君から

日本サッカー界のミライモ

ンスターがいるとの情報が河陽新聞に寄せられましたので、

さっそく取材に駆け付けました！

　彼の名前は「道脇 豊」君、元三町在住で中学3年生の身長

186センチ、はっきり言ってイケメンです(笑)豊君は年長の時に

太陽スポーツクラブ熊本でサッカーをはじめ、現在はロアッソ

熊本のジュニアユース熊本に所属し、週6日間、練習と試合に

明け暮れていて、まさにサッカー漬けの毎日です。大迫勇也選

手に憧れる豊君は2020年12月にストライカーキャンプに参加し

て、そこでシュート力や身体能力を評価され2021年4月にU‐15

城

日本代表に選ばれて以降4回の合宿に参加しています。2022

年2月3月のキャンプで結果を出し、フランスで行われる国際大

会とU‐17アジア杯予選に出場して活躍しプロになるのが目標

だと熱く話してくれました。

　「シュート力は誰にも負けない、川尻校区のみなさん！これから

有名になるので、応援よろしくお願いします！」とメッセージをく

れた豊君、いつの日かサッカーワー

ルドカップで活躍する日を楽しみに

みんなで応援していきましょう！

したことが特に印象に残って

いると、懐かしそうに話されて

いるのが印象に残りました。

西山さんは現在6町内で“整

体院さらさ“を運営しています

ので、みなさん

是非ご利用く

ださい！

年の春の叙勲で37年に渡る消防団の活動を評価

され瑞宝単光章を受章された西山春幸6町内自治

会長に話を伺いました。

　西山さんは32歳で消防団に入団し、最後の8年間は分

団長として活躍、69歳で勇退されました。消防士より早く

火事場に到着し初期消火を実施したり、徹夜で行方不明

者の捜索など、地域の安全安心の為に尽力されました。

植村婦人会長と共に十禅寺から川尻まで10分団200名と

消防車14台を集めた大規模な消防訓練と防災訓練を実施

昨

U-15日本代表in川尻

河陽新聞は、ガンバル
少年少女を全力で応援します!

紹介者の
中元大聖君（左）と
道脇豊君（右）

ととしの春、瑞宝双光章を受章された元県警部の紫垣憲一さん

(12町内)にお話を伺いました。

　紫垣さんは昭和41年に警察に入られ、42年もの間警察官として地域

に尽力されました。刑事として19年、地域には22年勤務された紫垣さん。

警察官になることは自分の運命だった。この受賞は、これまで警察官と

して一生懸命勤め上げた自分へのご褒美だと優しい表情で話してくださ

いました。現在は、川尻小学校の子ども達の下校時に、ラックルパト(青

パト)に乗って、子ども達の見守りや声かけを行っていらっしゃいます。

ラックルパトの音楽が聞こえてくると、あー、子ども達が帰ってくるなーっ

ていういい合図になっていますし、地域の子ども

達の安全の為に活動してくださっていることに保

護者としても感謝の気持ちでいっぱいです。生ま

れ育ったこの川尻が大好きだという紫垣さんは、

今では好きな川尻の安心安

全の為に尽力され続けてい

らっしゃいます。

お


